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令和 8 年 2 月の観光客の動向 

 
 
 
 
 
 

 

 

２ 主な地区別の動向 

 

（単位：人、％）

延べ宿泊客数
延べ入場・来場者数

前年同月比 動向

宿泊客数
全体 258,510 +5.9

・「南の宝箱　鹿児島　冬のあったか宿泊割キャンペーン」の実施等により国内からの宿泊客は増加し、ま
た、韓国や台湾からの宿泊客の増加により海外からの宿泊客も増加し、前年同月を上回った。
・国内からの宿泊客、海外からの宿泊客ともに増加。
・国内は関東からの宿泊客が増加。
・海外は韓国、台湾からの宿泊客が増加、中国、香港からの宿泊客が減少。
・個人客は増加、団体客は減少。

外国人客 30,815 +32.6
・チェジュ航空の定期便の増便やイースター航空の定期便再開、１月９日からの釜山－鹿児島間のインバ
ウンドチャーター便の運航により韓国からの宿泊客が大幅に増加したことに加え、前年は１月下旬であった
旧正月が今年は２月中旬となったことから台湾からの宿泊客も増加し、前年同月を上回った。

主要観光施設・
ドライブイン

入場・来場者数
357,517 +7.8

・前年と比較して温暖な気候であったことや団体客、外国人観光客の増加などにより、前年同月を上回っ
た。

（単位：人、％）

延べ宿泊客数 前年同月比 動向

鹿児島地区 123,439 +7.5

・国内からの宿泊客、海外からの宿泊客ともに増加。
・国内は関東からの宿泊客が増加。
・海外は韓国からの宿泊客が増加、中国からの宿泊客が減少。
・個人客、団体客ともに増加。

指宿地区 31,875 +13.2
・国内からの宿泊客、海外からの宿泊客ともに増加。
・国内は関東、九州、北陸からの宿泊客が増加。
・個人客は増加、団体客はほぼ横ばい。

霧島地区 37,323 +7.7
・国内からの宿泊客、海外からの宿泊客ともに増加。
・海外は韓国、台湾からの宿泊客が増加、香港からの宿泊客が減少。
・個人客、団体客ともに増加。

北薩地区 14,808 +7.4
・国内からの宿泊客は減少、海外からの宿泊客は増加。
・海外は韓国からの宿泊客が増加。
・個人客は増加、団体客は減少。

大隅地区 13,676 ▲ 4.6

・国内からの宿泊客は増加、海外からの宿泊客は減少。
・国内は九州からの宿泊客が増加、関西からの宿泊客は減少。
・海外は韓国からの宿泊客が減少。
・個人客は増加、団体客は減少。

種子島地区 6,058 ▲ 10.5
・国内からの宿泊客は減少、海外からの宿泊客は増加。
・国内は九州、関東からの宿泊客が減少。
・個人客、団体客ともに減少。

屋久島地区 4,128 +21.7
・国内からの宿泊客は増加、海外からの宿泊客は減少。
・国内は関東、関西からの宿泊客が増加。
・個人客、団体客ともに増加。

奄美地区 24,976 ▲ 2.5
・国内からの宿泊客は減少、海外からの宿泊客は増加。
・国内は関東からの宿泊客が増加、関西、中国地方、九州からの宿泊客が減少。
・個人客は減少、団体客は増加。

その他地区 2,227 ▲ 12.4
・国内からの宿泊客は減少、海外からの宿泊客は増加。
・国内は九州からの宿泊客が減少。
・個人客、団体客ともに減少。

注：動向については地域別回答があった先の集計のため、宿泊客数の結果と一致しないところもある

１ 概要  

令和 8 年 2 月における調査対象ホテル・旅館 80 施設の宿泊客数（宿泊延べ人数）は、合計

258,510 人で、前年同月比 5.9％増となった。このうち外国人は、30,815 人で前年同月比 32.6％
増となった。 
 令和 8 年 2 月における調査対象観光施設・ドライブイン 24 施設の入場・来場者数（延べ人数）

は、合計 357,517 人で、前年同月比 7.8％増となった。 
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【 「宿泊施設」「観光施設・ドライブイン」全体の動向 】 

 

 

【 主要宿泊施設の宿泊者 】 

 

 

【 観光施設・ドライブイン 】 

 

宿泊施設と観光施設・ドライブイン　総合（延べ人数）

令和8年2月 （単位：人、％）

対象施設
宿泊客数

入場･来場者数
前年同月

前年比
(R8/R7）

参考：
R7年対
前年比

（R7/R6）

主要宿泊施設 80 258,510 244,128 +5.9 +2.7

主要観光施設
ドライブイン

24 357,517 331,536 +7.8 ▲ 3.4

宿泊客数（延べ人数）

（単位：人、％）

令和8年2月 前年同月
前年比

(R8/R7）

参考：
R7年対
前年比

（R7/R6）

　合 計 258,510 244,128 +5.9 +2.7

 鹿児島地区 123,439 114,875 +7.5 +5.2

 指宿地区 31,875 28,157 +13.2 ▲ 3.2

 霧島地区 37,323 34,667 +7.7 +5.1

 北薩地区 14,808 13,785 +7.4 +3.6

 大隅地区 13,676 14,333 ▲ 4.6 ▲ 1.0

 種子島地区 6,058 6,771 ▲ 10.5 ▲ 1.5

 屋久島地区 4,128 3,391 +21.7 ▲ 35.8

 奄美地区 24,976 25,606 ▲ 2.5 +4.8

 その他 2,227 2,543 ▲ 12.4 +19.9

入場・来場者数（延べ人数）

（単位：人、％）

令和8年2月 前年同月
前年比

(R8/R7）

参考：
R7年対

前年比
（R7/R6）

　合 計 357,517 331,536 +7.8 ▲ 3.4

 観光施設 303,899 288,029 +5.5 ▲ 2.7

 ドライブイン 53,618 43,507 +23.2 ▲ 7.3
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【 発地別宿泊客数の動向 】 

１ 地域別  

 宿泊客数を地域別にみると、九州 59,770 人（構成比 35.4％）が最も多く、次いで海外 30,815 人

（同 18.2％）、関東 37,971 人（同 22.5％）の順となっている。 

   
２ 九州県別内訳  

九州からの宿泊客数を県別にみると、県内 29,101 人（構成比 48.7％）が最も多く、次いで福岡

14,874 人（同 24.9％）、熊本 5,377 人（同 9.0％）が続いている。 

  
  

（単位：人、％）

令和8年2月 （構成比） 前年同月 前年比

　合 計 168,854 （ 100.0 ） 158,400 +6.6

北海道 1,808 （ 1.1 ） 1,539 +17.5

東 北 1,565 （ 0.9 ） 2,150 ▲ 27.2

関 東 37,971 （ 22.5 ） 35,489 +7.0

北 陸 1,615 （ 1.0 ） 1,237 +30.6

中 部 8,904 （ 5.3 ） 9,089 ▲ 2.0

関 西 19,297 （ 11.4 ） 18,700 +3.2

中 国 4,456 （ 2.6 ） 4,659 ▲ 4.4

四 国 1,309 （ 0.8 ） 1,647 ▲ 20.5

九 州 59,770 （ 35.4 ） 59,498 +0.5

沖 縄 1,344 （ 0.8 ） 1,152 +16.7

海 外 30,815 （ 18.2 ） 23,240 +32.6

注：地域別回答があった先の集計のため、宿泊客数全体とは一致しない

　　端数調整により、合計と内訳が一致しないところがある

地域別宿泊客数（延べ人数）

（単位：人、％）

令和8年2月 （構成比） 前年同月 前年比

　合 計 59,770 （ 100.0 ） 59,498 +0.5

福 岡 14,874 （ 24.9 ） 14,960 ▲ 0.6

佐 賀 1,587 （ 2.7 ） 1,687 ▲ 5.9

長 崎 1,696 （ 2.8 ） 1,808 ▲ 6.2

熊 本 5,377 （ 9.0 ） 5,913 ▲ 9.1

大 分 1,805 （ 3.0 ） 1,641 +10.0

宮 崎 5,330 （ 8.9 ） 5,495 ▲ 3.0

鹿 児 島 29,101 （ 48.7 ） 27,994 +4.0

注：地域別回答があった先の集計のため、宿泊客数全体とは一致しない

　　端数調整により、合計と内訳が一致しないところがある

九州県別内訳（延べ人数）

九州

関東
関西

中部

中国

北海道

北陸

東北
沖縄

四国

海外

地域別宿泊客数

鹿児島

福岡

熊本

宮崎

大分
長崎

佐賀

九州県別内訳
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３ 国・地域別内訳  

海外からの宿泊客のうち、アジア地域別にみると、韓国 22,096 人（構成比 71.8％）が最も多く、

台湾 4,035 人（同 13.1％）、中国 1,143 人（同 3.7％）、香港 683 人（同 2.2％）、シンガポール 350 人

（同 1.1％）の順となっている。 
また、アジア以外の地域はアメリカ 652 人（同 2.1％）、フランス 167 人（同 0.5％）となった。 

   
【 形態別宿泊客数の動向 】 

宿泊客を形態別にみると、個人客（含む家族･小グループ）が 178,813 人（構成比 86.7％）、団体客

（15 名以上）は 27,522 人（同 13.3％）となった。 

 

（単位：人、％）

令和8年2月 （構成比） 前年比

合計 30,815 （ 100.0 ） 23,240 +32.6

22,096 （ 71.8 ） 14,691 +50.4

4,035 （ 13.1 ） 2,622 +53.9

1,143 （ 3.7 ） 2,239 ▲ 49.0

683 （ 2.2 ） 1,703 ▲ 59.9

652 （ 2.1 ） 410 +59.0

350 （ 1.1 ） 292 +19.9

190 （ 0.6 ） 92 +106.5

167 （ 0.5 ） 49 +240.8

123 （ 0.4 ） 85 +44.7

109 （ 0.4 ） 137 ▲ 20.4

94 （ 0.3 ） 113 ▲ 16.8

72 （ 0.2 ） 49 +46.9

36 （ 0.1 ） 114 ▲ 68.4

24 （ 0.1 ） 21 +14.3

5 （ 0.0 ） 18 ▲ 72.2

1,036 （ 3.4 ） 605 +71.2

注：国・地域別回答があった先の集計のため、地域別宿泊客数とは一致しない

　　端数調整により、合計と内訳が一致しないところがある

　国・地域別内訳（延べ人数）

韓国

台湾

中国

前年同月

その他

香港

アメリカ

ドイツ

イギリス

タイ

シンガポール

マレーシア

フランス

カナダ

オーストラリア

ベトナム

インド

（単位：人、％）

令和8年2月 （構成比） 前年同月 前年比

　合   計 206,335 （ 100.0 ） 193,574 +6.6

　個人客（含む家族・小グループ） 178,813 （ 86.7 ） 165,209 +8.2

　団体客（15名以上） 27,522 （ 13.3 ） 28,365 ▲ 3.0

　団体小計 27,522 （ 100.0 ） 28,365 ▲ 3.0

 一般団体・企画商品 21,786 （ 79.2 ） 25,142 ▲ 13.3

 大　　会 3,571 （ 13.0 ） 1,388 +157.3

 修学旅行 2,165 （ 7.9 ） 1,835 +18.0

注：回答のあった先のみの集計のため、全体合計とは一致しない

内
　
訳

形態別宿泊客数（延べ人数）

韓国

台湾

中国
香港

アメリカ

シンガポール

マレーシア

フランス
カナダ

オーストラリア
ドイツ イギリス

タイ
ベトナム

インド

その他

国・地域別構成比
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【 宿泊単価・売上金額・購入単価の動向 】 

 

１ 宿泊単価 

 宿泊単価のうち、客室単価は、前年同月と比較して「高い」と答えた施設は 36.5％、「前年並み」

と答えた施設は 45.9％、「低い」と答えた施設は 17.6％となった。 
付帯消費額については、前年同月比で「高い」は 22.2％、「前年並み」は 61.1％、「低い」は 16.7％

となった。 

 
 
２ 売店の売上金額・購入単価 

 観光施設・ドライブインの売店の売上金額については、前年同月と比較して「増加」と答えた施設

は 64.7％、「前年並み」と答えた施設は 17.7％、「減少」と答えた施設は 17.6％となった。 
また、1 人当たりの購入単価については、前年同月比で「増加」と答えた施設は 47.1％、「前年並

み」と答えた施設は 35.3％、「減少」と答えた施設は 17.6％となった。 
 

 
  

令和8年2月 （単位：％）

客室単価 付帯消費額

100.0 100.0

高　　い 36.5 22.2

前年並み 45.9 61.1

低　　い 17.6 16.7

※端数調整により、合計と内訳が一致しないところがある

合　計

宿泊単価

令和8年2月 （単位：％）

売上金額 購入単価

100.0 100.0

増　　加 64.7 47.1

前年並み 17.7 35.3

減　　少 17.6 17.6

※端数調整により、合計と内訳が一致しないところがある

合　計

売上金額・購入単価
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【3・4 月の宿泊客数、入場・来場者数見込みの動向 】 

 

１ 宿泊客数の見込み 

3 月の宿泊客数の見込みについては、前年同月と比較して 15.7％の施設が「増加」と答えた。「昨年

並み」と答えた施設は 54.3％となった。「減少」と答えた施設は 30.0％となった。 
4 月の宿泊客数の見込みについては、前年同月と比較して 11.3％の施設が「増加」と答えた。「昨年

並み」と答えた施設は 64.8％となった。「減少」と答えた施設は 23.9％となった。 
 

 
   

令和8年2月 （単位：％）

3月見込み 4月見込み

100.0 100.0

小計 15.7 11.3

50％以上 0.0 0.0

30～50％ 0.0 1.4

1～30％ 15.7 9.9

54.3 64.8

小計 30.0 23.9

1～30％ 24.3 21.1

30～50％ 5.7 1.4

50％以上 0.0 1.4

※端数調整により、合計と内訳が一致しないところがある

減少

　　昨年並み

宿泊客数の見込み（前年同月比）

合計

増加
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２ 観光施設・ドライブインの入場・来場者数の見込み 

 3 月の観光施設・ドライブインの入場・来場者数の見込みについては、前年同月と比較して 25.0％
の施設が「増加」と答えた。「昨年並み」と答えた施設は 56.2％、「減少」と答えた施設は 18.8％とな

った。 
4 月の観光施設・ドライブインの入場・来場者数の見込みについては、前年同月と比較して 12.5％

の施設が「増加」と答えた。「昨年並み」と答えた施設は 75.0％、「減少」と答えた施設は 12.5％とな

った。 

 
 

 
 

令和8年2月 （単位：％）

3月見込み 4月見込み

100.0 100.0

小計 25.0 12.5

50％以上 0.0 0.0

30～50％ 0.0 0.0

1～30％ 25.0 12.5

56.2 75.0

小計 18.8 12.5

1～30％ 18.8 12.5

30～50％ 0.0 0.0

50％以上 0.0 0.0

※端数調整により、合計と内訳が一致しないところがある

減少

入場・来場者数の見込み（前年同月比）

合計

　　昨年並み

増加
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調査の概要 

  本県の最新の観光客の動向を定期的に把握し、本県観光の誘致対策等に役立てる

とともに、観光関係者のビジネスや効果的な事業展開などにも広く活用していただ

くため、県内主要宿泊施設、観光施設等への宿泊・入り込み状況について、アンケー

ト調査を実施いたしました。 
 

・調査期間  令和 8 年 2 月 1 日～2 月 28 日 
 
・調査項目 

    ① ホテル・旅館の全宿泊者数（延べ人数） 
             ② 方面別宿泊者数（国内地域、海外） 
             ③ 海外宿泊者数（国・地域別内訳） 

ホテル・旅館     ④ 宿泊単価（客室単価、付帯消費額） 
対前年比「高い」、「昨年並み」、「低い」から選択 

             ⑤ 3、4 月の宿泊客数見込み（対前年比「増加」、「昨年

並み」、「減少」から選択し、増減割合を「1～30％」、

「30～50％」、「50％以上」から選択） 
             ① 入場者来場者数（延べ人数） 

           ② 売店売上金額（対前年比「増加」、「昨年並み」、 
            「減少」から選択） 
観光施設・      ③ 一人当たり購入金額（対前年比「上昇」、「昨年並み」、

ドライブイン     「下落」から選択） 
④ 3、4 月の入場・来場者数見込み（対前年比「増加」、

「昨年並み」、「減少」から選択し、増減割合を「1～
30％」、「30～50％」、「50％以上」から選択） 

・調査対象 

（１）ホテル・旅館  80 施設   鹿児島地区   19 
指宿地区    11 
霧島地区    10 
種子島地区    6 
屋久島地区    5 
奄美地区     12 
大隅地区     7 
北薩地区     6 
その他地区    4 

（２）観光施設    20 施設 
（３）ドライブイン   4 施設 

 


